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 眼球は直径３センチにも満たない小さな臓器ですが、外部からの情報の８０％以上は

目から入り、視力、視野が障害されると QOL は著しく低下します。そんな目の病気で誰し

もが罹患する可能性があるのが白内障です。白内障は年齢とともに有病率が上がり、主な原

因は加齢ですが、外傷、糖尿病などの代謝疾患、薬物性、続発性など実はその原因は多岐に

わたり、症状も、かすんで見えたり、まぶしかったり、二重三重に見えたり、近視化が進ん

だりとさまざまです。 

 さて、その白内障の手術はと言いますと、実は紀元前から始まっていたようで、はじめは

無麻酔で針を眼球に突き刺し、水晶体をその後ろの硝子体腔内に落下させるという手法が

とられていました。この手術により、瞳から網膜への光の通路を確保し、明るさを回復でき

ていたようです。日本へはそのはるか後の時代、室町時代にインドから中国を経て伝来した

ようです。その後、角膜と結膜の境を 180 度くらい円弧状に切開し、水晶体全体を眼外に

取り出す、という方法が開発され、その方法は、日本には 1823 年ごろオランダのシーボル

トにより伝授されました。その後、1970 年代には、現在も行われることがある、嚢外水晶

体摘出術が開発されました。それは水晶体嚢を残して水晶体の核を眼外へ取り出す方法で

す。1980 年代には同じく水晶体嚢は残したまま、水晶体の中身を超音波で破砕吸引する現

在の方法が開発され、切開創は徐々に小さくなり（小切開化）、手術時の核の破砕効率、前

房安定性も向上してきました。 

 この白内障手術自体の変遷と平行して、眼内レンズの開発も行われました。最初は戦争中

に飛行機の窓の破片が目に入っても炎症が起こらなかったことから、窓の材質の PMMA と

いう素材で眼内レンズの開発が進みました。1950 年前後のことです。1990 年代に入ると、

アクリルやシリコンといった材料で眼内レンズの開発が始まりました。これらの眼内レン

ズは折り畳みが可能で白内障手術術式の進化のなかでも小切開化にフィットするものでし

た。また、乱視矯正が可能なレンズ、それまでは単焦点レンズといって遠くか近くかなどど

こかにピントを合わせてあとは眼鏡で合わせるものでしたが、遠・中、遠・中・近といった

2 焦点、3 焦点の多焦点レンズも開発され、白内障機器、眼内レンズともに進化を続けてい

ます。フェムトセカンドレーザーを用いたコンピューター制御による手術も導入がはじま

り、今後は、開発が進むロボット手術も行われるようになると予想されています。 

 さて、白内障手術の発展に伴い、他の眼科疾患に対する手術も発展してきましたが、ここ

では網膜硝子体手術について少し述べます。網膜硝子体手術は、はじめ硝子体の混濁に対し



てはじまったようです。広島大学眼科の 2 代目の百々次夫教授が世界で初めて角膜を 180

度以上弧状に切開し、水晶体を取り出し、その奥にある混濁した硝子体を把持して剪刀で切

除したのがはじまりです（図１）。その後、角膜を切開せずに強膜に作成した小さな切開創

から照明器具、硝子体切除器具などを入れ、手術が可能になってきました。1970 年代のこ

とです。その進化は速く、1990 年代は眼内に挿入する器械は 20 ゲージのものが主でした

が、ここ数十年で、機器の高性能化、小型化、が進み、2010 年前後には、25 ゲージ、27 ゲ

ージの器具が主として使用されるようになり、手術の小切開化、低侵襲化が進みました。 

 白内障手術、網膜硝子体手術などを行う時の、顕微鏡などの周辺機器も進歩してきました。

従来顕微鏡を覗きながら手術をするシステムのみでしたが、最近では面前の３Ｄ大画面モ

ニターを見ながら手術を行うヘッズアップサージェリーも行われはじめました。顕微鏡の

光、眼内に入る光は強く長時間になれば目には毒性がありますが、このシステムでは、モニ

ターの光量などを変化させることができるため、眼内に入る光を少なくして、モニターは明

るくすることができます。あるいは、モニターを助手、看護師、見学者と共用することによ

り、学習にも役立ちます。またモニターに、現在の手術の情報をリアルタイムに表示するこ

とにより、手術の安全性も向上します。今後はＡＩを用いた手術指示や、手術対象物に疑似

カラーでマークするなど、用途はさまざま拡大していくと思われます。 

 眼科の手術も他の科の手術と違わず、ＡＩを用いた安全性の高い手術、ロボット手術と

益々発展していくと考えられています。より安全に、より患者の負担が軽くなるような、そ

のような手術が開発されることを期待しています。 

  

  

 

 


